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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル･

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ら
い
病
棟

に
赴
任
し
た
の
は
、
確
か
一
九
八
四
年
五
月
二
十
六

日
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

あ
の
と
き
、
二
十
五
年
後
に
自
分
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
い
て
、
用
水
路
を
掘
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
夢
に
も
考
え
な
か
っ
た
。
か
つ
て
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
闊か

っ

歩ぽ

し
た
ソ
連
軍
の
姿
も
今
は
な
く
、
代

わ
り
に
米
軍
が
支
配
者
と
し
て
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

様
々
な
出
来
事
が
あ
り
、
様
々
な
出
会
い
と
別
れ
が

あ
り
、
様
々
な
死
と
生
き
様
が
あ
っ
た
。
敵
も
増
え

た
が
味
方
も
増
え
た
。
責
任
も
年
の
数
だ
け
重
く
な

っ
て
き
た
。
波
瀾
万
丈
も
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
日
常

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

二
十
五
年
前
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
さ
え
、
日
本

と
の
通
信
は
専も

っ
ぱ

ら
手
紙
が
頼
り
で
、
早
く
て
も
一
週

間
か
か
っ
た
。
電
話
は
三
分
も
つ
な
が
れ
ば
幸
運
で
、

滅
多
に
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、

何
と
か
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
は
ど
う
だ
ろ
う
。

電
話
ど
こ
ろ
か
、
現
場
の
映
像
さ
え
瞬
時
に
送
れ
る
。

情
報
の
伝
達
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
悪
い
こ
と
で

は
な
い
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
人
間
が
利
口
に
な
っ
た
訳
で
は
な

い
。
気
が
短
く
、
関
心
が
転
々
と
移
ろ
い
や
す
く
な

っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
現
地
の
人
々
の
実
情
は

相
変
わ
ら
ず
伝
わ
り
に
く
い
し
、
世
界
中
が
力
に
屈

し
や
す
い
実
情
は
変
わ
ら
な
い
。
謀
略
と
戦
争
は
続

き
、
罪
の
な
い
人
々
が
大
勢
殺
さ
れ
、
数
百
万
人
単

位
で
新
た
な
難
民
が
発
生
し
続
け
る
。
ま
こ
と
し
や

か
な
評
論
が
横
行
し
、
幼
稚
な
手
段
で
人
は
だ
ま
さ

れ
る
。
世
界
中
が
何
か
に
と
り
憑つ

か
れ
た
様
に
、「
テ

ロ
の
脅
威
」
を
語
り
、
そ
の
テ
ロ
の
巣
窟
を
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
だ
と
思
い
こ
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
こ
ん
な
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
は
長
続
き
せ
ず
、
力
は
力
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
る
と

い
う
鉄
則
で
あ
る
。
現
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
で
起
き
て
い
る
事
態
は
、
世
界
的
な
破
局

の
入
り
口
に
す
ぎ
な
い
。
疑
わ
な
か
っ
た
足
元
の
土

台
が
揺
ら
ぐ
と
き
、
世
界
は
再
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン ガンベリ沙漠手前のＱ４池への送水直前のＱ３池。水を求めて牛や子供

たちが集まってきた

ＰＭＳ（ペシャワール会医療サービス）総院長　中村 哲

やはり二十四キロメートルの水路が完成しつつあるのが、一番うれしい。多くの人々の生命と生活
を保障し、自然の恵みを証し、日本人もアフガン人も一体となり、国境や政治宗教を超えた結実を、
言葉によらず、直

じか

に示してくれる。そして、それを支える良心が日本や現地にあるという事実が、
いっそう楽天的にしてくれる。水路の完成は節目ではあるが、今後も変わらずに仕事が続くことを
祈る。それがまた、伊藤和也くん、そしてこのアフガンの騒乱で犠牲になった多くの人々を弔う道
でもあろうと信じている。

二
〇
〇
八
年
度
を
振
り
返
っ
て

国境や政治宗教を超えた結実
ビ 1油店Uもli旧

！ ！ 

, __________ _] 
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を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。

　

幸
か
不
幸
か
、
同
じ
く
変
わ
ら
な
い
の
が
わ
れ
わ

れ
の
現
地
活
動
で
あ
る
。
医
療
活
動
か
ら
用
水
路
建

設
ま
で
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
れ
ば
そ
の
通
り
だ
。
し
か
し
、
精
神
は
器
で
は
な

い
。
人
間
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
を
追
い
求
め
て
き

た
点
は
、
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。
困
窮
に
あ
る
人
々

と
泣
き
笑
い
を
共
に
し
続
け
て
き
た
と
い
う
事
が
大

切
な
の
で
あ
る
。

　

お
か
げ
で
自
分
た
ち
も
ず
い
ぶ
ん
楽
天
的
に
な
っ

た
。
人
の
こ
と
ば
は
運
命
的
に
虚
構
を
抱
え
て
い
る
。

美
し
い
理
念
、
何
か
の
使
命
感
や
信
念
な
ど
と
い
う

代
物
に
縛
ら
れ
る
の
は
不
自
由
だ
。
ア
フ
ガ
ン
農
村

の
人
々
と
苦
楽
を
共
に
し
、
人
為
に
信
を
置
か
な
く

な
っ
た
分
だ
け
、
恵
ま
れ
た
二
十
五
年
間
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

や
は
り
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
が
完
成
し

つ
つ
あ
る
の
が
、
一
番
う
れ
し
い
。
多
く
の
人
々
の

生
命
と
生
活
を
保
障
し
、
自
然
の
恵
み
を
証
し
、
日

本
人
も
ア
フ
ガ
ン
人
も
一
体
と
な
り
、
国
境
や
政
治

宗
教
を
超
え
た
結
実
を
、
言
葉
に
よ
ら
ず
、
直じ

か

に
示

し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
良
心
が
日

本
や
現
地
に
あ
る
と
い
う
事
実
が
、
い
っ
そ
う
楽
天

的
に
し
て
く
れ
る
。

　

水
路
の
完
成
は
節
目
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
変
わ

ら
ず
に
仕
事
が
続
く
こ
と
を
祈
る
。
そ
れ
が
ま
た
、

伊
藤
和
也
君
、
そ
し
て
こ
の
ア
フ
ガ
ン
の
騒
乱
で
犠

牲
に
な
っ
た
多
く
の
人
々
を
弔
う
道
で
も
あ
ろ
う
と

信
じ
て
い
る
。

◎
無
政
府
状
態
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と

　

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州

　

〇
八
年
度
は
、
前
年
度
の
混
乱
が
さ
ら
に
拡
大
、

と
く
に
地
方
に
於
い
て
政
府
は
事
実
上
権
力
を
失
っ

た
。
米
国
の
方
針
転
換
に
一い

ち

縷る

の
望
み
を
託
し
て
い

た
人
々
は
、
よ
り
大
き
く
、
よ
り
複
雑
な
情
勢
悪
化

に
戸
惑
っ
て
い
る
。
外
国
軍
が
う
ち
だ
し
た
「
新
戦

略
」
と
は
、
反
政
府
勢
力
の
分
裂
工
作
と
謀
略
で
、

こ
れ
ま
で
死
角
に
な
っ
て
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺

境
州
へ
の
積
極
的
な
戦
火
拡
大
で
あ
っ
た
。

　

反
政
府
勢
力
の
一
部
に
米
軍
か
ら
巨
額
の
資
金
と

武
器
が
流
さ
れ
て
い
る
と
現
地
の
人
々
は
信
じ
て
い

る
。
実
際
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
境
地
帯
、
バ
ジ
ョ
ワ

ル
自
治
区
で
は
、
住
民
退
去
勧
告
が
出
さ
れ
る
数
カ

月
前
に
、
米
軍
が
「
自
衛
の
た
め
」
三
万
丁
の
ラ
イ

フ
ル
を
配
布
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
各
派
が
入
り
乱
れ
て
抗
争
が
激
化
し
、

か
つ
て
「
タ
リ
バ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
た
勢
力
は
、
殆

ん
ど
見
わ
け
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
。
他
方
で
無
人
機
に
よ
る
国
境
地
帯
の
爆
撃
が
頻

度
を
増
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
は
多
大
の
迷
惑
を
こ

二
〇
〇
八
年
度
の
概
況

灌漑前の沙漠化したスランプール（上：2005 年 5月）と、緑の農地
が広がった灌漑後の同地区（2009 年 4月）

----, 
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う
む
っ
て
い
る
。
犠
牲
者
は
殆
ん
ど
民
間
人
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
夏
、
既
に
「
住
民
退
去
勧
告
」
が
出

さ
れ
た
バ
ジ
ョ
ワ
ル
自
治
区
を
皮
切
り
に
、
国
境
地

域
の
人
々
は
続
々
と
避
難
民
と
化
し
た
。
二
〇
〇
九

年
六
月
現
在
、
そ
の
数
は
三
百
万
人
以
上
だ
と
発
表

さ
れ
て
い
る
。

　

一
連
の
流
れ
を
眺
め
れ
ば
、
こ
の
混
乱
は
明
ら
か

に
意
図
的
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
春
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
近
郊
で
起

き
た
モ
ス
ク
の
爆
破
事
件
が
あ
る
。「
自
爆
テ
ロ
」

と
発
表
さ
れ
た
が
、
目
撃
し
た
職
員
た
ち
は
、
間

違
い
な
く
爆
撃
の
跡
だ
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

タ
リ
バ
ー
ン
勢
力
が
嫌
う
ビ
デ
オ
店
や
女
学
校
の
爆

破･

襲
撃
は
、
ど
こ
ま
で
が
タ
リ
バ
ー
ン
で
、
ど
こ

ま
で
が
謀
略
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
敗

戦
後
の
日
本
で
起
き
た
三
鷹
事
件
や
松
川
事
件
を
思

わ
せ
る
。
か
な
り
の
も
の
が
外
国
軍
の
謀
略
だ
と
現

地
の
人
々
は
考
え
て
い
る
。

　

誰
が
ど
ん
な
画
策
を
し
た
の
か
、
推
測
の
域
を
出

な
い
が
、
動
か
せ
ぬ
事
実
は
、
反
乱
が
あ
る
か
ら
外

国
軍
が
進
駐
し
た
の
で
は
な
く
、
外
国
軍
が
進
駐
し

て
か
ら
混
乱
が
広
が
っ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は
い
く
ら

強
調
し
て
も
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
い
っ
た
い
、「
テ

ロ
リ
ス
ト
」
と
は
誰
な
の
か
。
テ
ロ
リ
ス
ト
を
相
手

に
大
軍
を
繰
り
出
す
こ
と
が
対
策
な
の
か
。
本
当
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
「
テ
ロ
と
の
戦
い
の
主
戦
場
」

な
の
か
。
人
々
は
懐
疑
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
膨
大

な
犠
牲
に
疲
れ
切
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
武
力
干
渉

に
敵
意
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
ず
る
べ
き
で

あ
る
。
欧
米
軍
は
敵
を
混
乱
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
大
き
な
破
局
を
準
備
し
た

と
も
言
え
よ
う
。

　

こ
の
動
き
の
中
で
、
〇
八
年
八
月
、
日
本
人
職

員
・
伊
藤
和
也
君
の
殺
害
事
件
が
起
き
、
ア
フ
ガ
ン

人
職
員
に
対
す
る
脅
迫
が
続
い
て
い
る
が
、
混
乱
に

乗
じ
た
強
盗･
殺
人
、
身
代
金
目
当
て
の
誘
拐
が
増

え
る
中
、
真
相
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

◎
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
内
乱

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
隣
接
す
る
北
西
辺
境
州
と
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
、
事
態
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
〇

七
年
夏
に
始
ま
る
自
治
区
の
反
乱
は
、
他
地
域
に
も

拡
大
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
家
解
体
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
勢
い
を
見
せ
て
い
る
。「
対
話
路
線
」
を

掲
げ
て
権
力
の
座
に
つ
い
た
現
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、

米
軍
と
反
乱
軍
と
の
間
で
揺
れ
、
結
局
、
大
規
模
な

出
血
を
強
要
さ
れ
た
。
ワ
ジ
リ
ス
タ
ン
に
次
い
で
、

ス
ワ
ト
や
コ
ハ
ー
ト
な
ど
、
至
る
所
で
市
街
戦
が
展

開
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
戦
火
を
避
け
て
避
難
す
る

人
々
の
群
れ
で
溢
れ
て
い
る
。
〇
九
年
四
月
、
そ
の

数
は
二
百
万
人
と
さ
れ
た
が
、
六
月
現
在
、「
最
低

三
百
万
人
」
と
発
表
さ
れ
た
。

◎
ア
フ
ガ
ン
復
興
と
国
際
社
会

　

民
衆
に
と
っ
て
、
政
情
以
上
に
脅
威
な
の
は
、
食

糧
不
足
で
あ
る
。
〇
六
年
の
段
階
で
「
食
料
自
給
率

六
〇
％
以
下
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
＝
世
界
食
糧
計
画
発
表
）」
と

さ
れ
た
が
、
欧
米
側
は
徒
い
た
ず
らに

軍
事
力
強
化
を
図
る
こ

と
に
終
始
し
た
。
欧
米
軍
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
（
地
域
復
興
支 2.5 キロ地点まで完成したガンベリ砂漠横断道路

2008 年 9 月 9 日、地元農民や郡長ら約 800 名が参列す
る中で執り行われた伊藤和也さんの現地葬儀
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援
チ
ー
ム
）の
実
態
は
、
軍
事
活
動
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
宣
撫
工
作
と
言
え
る
も
の
で
、
少
な
く
と
も
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
活
動
す
る
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
で
は
、
弊
害
が

目
立
っ
て
い
る
。
実
態
は
日
本
で
知
ら
さ
れ
て
い
る

も
の
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
良
心
的
な
国
際
団
体
は
、

軍
事
活
動
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
を
強
く
訴
え
て

い
る
が
、
そ
の
声
が
届
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｔ
は
二
〇
〇
二
年
、
米
軍
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
。「
米
軍
民
政
局
」
と
言
え
る
も
の
で
、
初
め
の
頃
、

診
療
所
で
薬
品
を
配
っ
た
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
の
は
欧
米
軍
兵
士
の
役
目
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は

方
針
転
換
し
、
直
接
矢
面
に
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。

ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
で
は
Ｕ
Ｓ
エ
イ
ド
（
ア
メ
リ
カ
国

際
開
発
局
）が
資
金
供
与
団
体
と
な
り
、
地
域
復
興

に
必
要
と
思
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
方
政
府
を

通
し
て
支
援
し
て
い
る
。
問
題
は
、
立
案
の
段
階
で

調
査
を
十
分
に
進
め
ず
、
書
類
審
査
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
軍
の
中
に
も
良
心
的
な
者

は
い
る
が
、
結
局
、
政
府
の
役
人
と
現
地
請
負
師
と

の
山
分
け
と
な
り
、
実
が
あ
が
ら
な
い
。
政
府
内
の

実
力
者
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
軍
閥
と
関
係
が
あ
っ
た

り
、
自
ら
請
負
会
社
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
行
っ
て
い
る
水
利
施
設
現
場
に
も
Ｐ
Ｒ

Ｔ
の
影
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
〇
九
年
二
月
、「
養

魚
池
計
画
」
で
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
溜
池
（
Ｄ

池
）を
借
り
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

Ｐ
Ｒ
Ｔ
側
が
指
定
し
た
溜
池
は
重
要
な
沈
砂
池
で
、

水
量
調
節
に
欠
か
せ
ぬ
場
所
で
あ
る
。
猛
反
対
の
末
、

住
民
た
ち
の
圧
力
を
背
景
に
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ

の
後
、
怪
電
話
や
脅
迫
め
い
た
噂
が
流
さ
れ
た
が
、

棚
上
げ
に
な
っ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

あ
る
取
水
口
改
修
現
場
で
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
コ
ー
ラ
ン
が
数
冊
、
ず
だ
袋
の
中
か
ら
見
つ
か
っ

た
。
穴
が
あ
い
て
い
た
り
、
無
造
作
に
ち
ぎ
ら
れ
て

い
た
。
現
地
で
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
作
業
員
が

周
辺
の
土
く
れ
も
て
い
ね
い
に
拾
い
集
め
、
モ
ス
ク

で
「
供
養
」
を
行
っ
た
。
本
当
の
こ
と
は
分
か
ら
な

い
が
、
こ
れ
も
「
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
仕し

業わ
ざ

」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
と

欧
米
軍
の
活
動
は
、
住
民
た
ち
の
間
で
同
一
視
さ
れ

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

◎
現
地
活
動
へ
の
影
響

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
も

大
き
く
制
約
を
受
け
た
。

一
．
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
無
政
府
状
態
で
、
カ
イ
バ
ル

峠
の
往
来
が
困
難
と
な
り
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
の
運
営

管
理
が
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
主

力
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
孤
立
し
て
い
る
と
言
え

る
。
予
測
し
て
い
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ほ
ど
急
激
な
変
化
は
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
本
拠
地
と
す
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
が
、

「
難
民
救
済
団
体
」
と
し
て
合
法
性
を
得
て
い
た

た
め
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
定
め
た
期
間
（
二
〇

〇
九
年
十
二
月
ま
で
）内
に
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

側
へ
移
転
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
北
西
辺

境
州
は
内
乱
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ン
難
民

ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
真
相

で
、
速
や
か
な
対
応
が
要
求
さ
れ
た
。

岩盤沿い、本水路最終地点（Ｓ1水門）からガンベリ沙漠を
横断する水路（約22km地点）。写真左の土地は池になる

ガンベリ沙漠への通水直後から子どもたちが集まり、食器
や盥を洗い始めた
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二
．
脅
迫
や
外
国
団
体
職
員
の
拉
致
が
多
発
、
〇
八

年
九
月
か
ら
、
地
元
警
察
や
住
民
と
協
力
し
て
自

警
団
を
作
り
、
職
員
を
守
る
態
勢
を
敷
い
て
い
る
。

伊
藤
和
也
君
の
事
件
は
大
き
な
波
紋
を
呼
び
、
九

月
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
漸
次
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

報
道
が
与
え
た
印
象
ほ
ど
危
険
な
治
安
状
態
で
は

な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
め
に
職
場
が
一
時
混
乱
し

た
。

三
．
大
都
市
を
離
れ
る
と
殆
ん
ど
中
央
の
権
力
が
届

か
ず
、
地
域
共
同
体
と
の
絆
が
更
に
大
き
な
比
重

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
地
方
行
政
機
構

の
中
に
は
軍
閥
の
影
響
力
が
強
く
、
時
に
は
直
接

軍
閥
と
交
渉
せ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
も
あ
る
。
ま

た
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
全
域
に
わ
た
る
水
利

施
設
の
管
理
は
、
現
政
府
の
状
態
で
は
無
理
で
あ

り
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
全
面
的
に
協
力
態
勢
を
敷
か
ざ
る

を
得
な
い
事
態
で
あ
る
。

　

波
瀾
は
多
か
っ
た
が
、
事
業
は
継
続
さ
れ
た
。
医

療
事
業
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
が
危
機
に
瀕
す
る
一
方
、
ア

フ
ガ
ン
側
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
安
定
し
て
き

た
。

　

用
水
路
事
業
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
始
ま
っ
て
以

来
、
最
大
の
工
事
と
な
っ
た
。
〇
七
年
四
月
に
第
一

期
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
成
、
連
続
し
て
第
二
期

工
事
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
入
っ
て
い
た
。
近
づ
く

破
局
を
想
定
、
相
当
な
努
力
で
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
第
一
期
工
事
を
上
回
る
難
所
の
連
続
で
、
か
つ

他
地
域
の
取
水
口
改
修
な
ど
を
し
な
が
ら
の
工
事
で

あ
っ
た
の
で
、
難
航
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
九
年
六
月
十
五
日
、
最
後
の
難
所
を
越
え
て

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
到
着
、
灌
水
が
始
ま
っ
た
。
工
事

は
間
も
な
く
二
四･

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全
工
程
を
完

了
す
る
。

　

農
業
関
係
で
は
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
引
き
上
げ
で

中
断
し
て
い
た
が
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
二
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
を
確
保
、
間ま

も
な
く
開
墾
が
始
ま
る
。

こ
れ
ま
で
の
試
験
農
園
の
成
果
が
こ
こ
で
生
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
マ
ド
ラ
サ
（
伝
統
的
な
寺
子
屋
）

の
建
設
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
着
手
さ
れ
、
〇
九

年
六
月
、
主
要
工
事
を
殆
ん
ど
終
え
た
。

　

井
戸
事
業
は
、
〇
八
年
十
二
月
、
廃
止
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
開
拓
団
住
居
（
約
千
二

百
人
、
百
二
十
戸
）の
建
設
を
急
い
だ
た
め
で
、
自

立
定
着
村
の
構
想
に
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

１
．
医
療
事
業

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
が
困
難
な
事
情
を

抱
え
る
中
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
ア
フ
ガ
ン
人

医
療
職
員
の
帰
還
で
、
か
え
っ
て
充
実
し
た
。
〇
八

年
度
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
を
中
心
に
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ

ー
ル
診
療
所
と
併
せ
、
延
べ
七
三
、
一
四
九
人
が
診

療
さ
れ
た
（
次
頁
表
）。

　

一
方
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
は
、
二
〇
〇
七
年
四

月
に
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
事
実
上
の
閉

鎖
要
求
以
後
、
結
局
「
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
難
民

を
完
全
に
帰
す
ま
で
存
続
し
得
る
」
と
い
う
許
可
を

得
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
周
辺
を
と
り
ま
く
情

勢
は
厳
し
い
。
〇
九
年
度
の
う
ち
に
大
き
な
動
き
が

求
め
ら
れ
る
。
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ハ
ン

セ
ン
病
診
療
の
場
で
あ
る
。
現
在
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
に
小
さ
な
診
療
所
を
設
置
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
患
者
診
療
に
つ
い
て
は
、
患

者
た
ち
が
国
境
を
意
識
し
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
考

え
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
な
い
。

２
．
水
源
確
保
事
業

①  

用
水
路
建
設

　

二
〇
〇
三
年
三
月
に
着
工
し
た
用
水
路
は
、
二
〇

〇
七
年
四
月
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
第
一
期
工
事

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
了
し
た
。
第
二
期
は
六
・

八
キ
ロ
か
ら
最
終
的
に
一
一･

三
キ
ロ
に
延
長
さ
れ
、

工
事
は
最
終
地
点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
（
全
長
二

四･

三
キ
ロ
）。
こ
れ
は
、
諸
般
の
情
勢
か
ら
、
早
期

完
成
を
目
指
し
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
横
断
の
第
三
期
工

事
を
全
て
第
二
期
工
事
に
含
め
た
た
め
で
あ
る
。

　

〇
九
年
六
月
、
最
難
関
の
二
〇
〜
二
一
キ
ロ
地

点
を
突
破
、
沙
漠
横
断
路
三･

五
キ
ロ
の
う
ち
、
一･

二
キ
ロ
ま
で
開
通
さ
せ
た
。
全
工
程
二
四･

三
キ
ロ

を
終
え
、
開
通
を
宣
言
す
る
の
は
七
月
中
旬
と
な
る
。

な
お
、
終
点
は
ガ
ン
ベ
リ
の
自
然
土
石
流
路
（
普
段

は
涸
れ
川
）に
落
と
さ
れ
、
急
流
を
な
し
て
ク
ナ
ー

ル
河
に
戻
る
（
９
頁
地
図
参
照
）。
こ
れ
で
塩
類
の

蓄
積
は
相
当
防
ぎ
得
る
。

　

第
二
期
工
事
、
特
に
〇
八
年
度
で
特
徴
的
だ
っ
た

二
〇
〇
八
年
度
の
現
地
活
動
の
概
要

[――--------

i 

I 
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の
は
、
水
路
が
延
長
さ
れ
る
度
に
灌
漑
地
が
増
し
、

分
水
路
の
整
備
、
発
生
す
る
湿
地
帯
の
処
理
を
行

い
つ
つ
の
作
業
だ
っ
た
こ
と
、
防
災
対
策
に
集
中

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
こ
の
一
年
間
だ

け
で
も
約
二
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
、
最
終

的
に
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
約
三
〇
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
に
水
を
供
給
す
る
。

　

現
在
、
各
村
で
は
帰
農
す
る
者
が
続
々
と
増

え
、
閑
散
と
し
た
半
沙
漠
地
域
に
再
び
活
気
が
戻
っ

て
き
て
い
る
。
最
低
十
五
万
人
が
こ
の
用
水
路
で
命

を
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
半
が
難
民
と
し
て

パ
キ
ス
タ
ン
に
逃
れ
て
い
た
者
た
ち
で
、
昨
今
の
パ

キ
ス
タ
ン
内
戦
を
思
う
と
今
昔
の
感
が
す
る
。

「
防
災
対
策
」
は
先
の
号
外
で
多
少
述
べ
た
が
、
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
二
四･

三
キ
ロ
全
長
に
わ
た

っ
て
、
山
麓
地
帯
の
土
石
流
の
防
波
堤
と
も
な
っ
て

い
る
。
岩
盤
周
り
と
谷
の
横
断
が
主
要
ル
ー
ト
で
あ

り
、
鉄
砲
水
や
土
石
流
を
緩
や
か
な
流
れ
に
変
え
て

水
路
内
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
下
流
側
へ
流
す
設
計

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
崖
地
ぞ
い
に
四
つ
の
大

き
な
溜
池
を
造
成
、
植
林
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
殊こ
と

に
最
後
の
岩
盤
地
帯
一･

二
キ
ロ
は
、
堤
の
高
さ
十

数
メ
ー
ト
ル
の
大
小
の
溜
池
が
連
続
し
、
こ
の
築
堤

に
膨
大
な
労
力
を
か
け
た
。

　

ま
た
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
は
砂
嵐
が
襲
う
の
で
、
約

五
キ
ロ
に
わ
た
る
防
砂
林
を
造
成
し
て
い
る
。
死
の

沙
漠
に
生
き
も
の
た
ち
の
棲す

み
か
と
人
里
が
生
ま
れ

る
の
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　

◎
湿
害
対
策
と
分
水
路

　

既
存
水
路
と
新
水
路
と
の
間
に
は
、
当
然
湿
害
が

発
生
す
る
。
こ
の
た
め
、
〇
九
年
三
月
か
ら
六
月
ま

で
、
放
置
さ
れ
て
い
た
広
大
な
湿
害
地
の
排
水
設
備

を
復
活
さ
せ
、
以
後
湿
害
の
問
題
は
な
く
な
っ
た
。

分
水
路
は
、
こ
の
六
年
間
で
一
〇･

三
キ
ロ
が
整
備

さ
れ
た
。

　

◎
植
樹

　

植
樹
の
目
的
は
、
①
水
路
工
事
の
一
部
で
あ
る
柳
り
ゅ
う

表２.各診療所の診療数と検査件数

診療所 パキスタン アフガニスタン
地域名 ペシャワール ラシュト 北東部山岳地帯
病院・診療所名 ＰＭＳ ラシュト ダラエ・ヌール
外来患者総数 29,205 0 36,978
【内訳】　　　　　　　 一般 28,543 0 35,522

ハンセン病 35 0 0
てんかん 80 0 509
結核 64 0 17

マラリア 483 0 930
入院患者総数 489 0 -
【内訳】　　　　 ハンセン病 59 0 -

ハンセン病以外 430 0 -
外傷治療総数 3,849 0 2,628
手術実施数 1 0 -
検査総数 12,658 0 1,314
【内訳】    　　　　 血液一般 2,908 0 41

尿 2,463 0 16
便 1,986 0 36

抗酸性桿菌 434 0 162
マラリア・リーシュマニア 1,460 0 1,059

その他 3,407 0 0
リハビリテーション実施総数 4,605 0 -
サンダル・ワークショップ販売総数 8 0 -

表３.PMS病院検査数の内訳
血液 2,908 
尿 2,463 
便 1,986 
らい菌塗沫検査 54 
抗酸性桿菌 434 
マラリア血液フィルム 1,382 
リーシュマニア 78 
生化学 905 
レントゲン 0 
心電図 83 
超音波断層写真 788 
心エコー 0 
病理組織検査 0 
細菌 0 
体液（髄液･胸腹水等） 4 
その他 1,573 
内視鏡 0 
小計 12,658 

表 1. 各診療所の治療数

診療所 外来数 外傷治療数 入院数

PMS基地病院 29,205 3,849 489
ラシュト診療所
ダラエ・ヌール診療所 36,978 2,628 -
計 66,183 6,477 489
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枝し

工
、
②
土
手
の
保
護
、
③
土
石
流
の
緩
流
化
、
④

防
風･

防
砂
林
の
造
成
で
、
別
表
の
よ
う
に
約
二
十

万
本
が
植
え
ら
れ
た
。
木
の
成
長
は
早
く
、
第
一
期

工
事
の
地
帯
は
水
路
沿
い
に
並
木
道
が
伸
び
て
い
る
。

植
樹
な
し
に
水
路
の
保
全
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

◎
他
の
用
水
路
の
取
水
口
建
設

　

最
近
の
気
候
変
動
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
即す
な
わ
ち
、
雪
解
け
と
洪

水
が
早
め
に
訪
れ
、
最
も
農
業
用
水
が
要
る
時
期
に
、

渇
水
期
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
が
あ
る
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
で
は
、
増
水
の
ピ
ー
ク

が
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
集
中
、
そ
の
後
急
激

に
河
の
水
位
が
下
降
す
る
。
こ
の
た
め
、
大
河
川
沿

い
の
耕
地
も
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
初
め
手
本
と
し
た
シ
ェ
イ
ワ
用
水
路

は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
深
刻
と
な
り
、
一
時
は
完
全

に
水
が
途
絶
え
た
。
そ
の
他
の
隣
接
す
る
用
水
路
も

同
様
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
取
水
堰ぜ
き

の
方
法
を
会
得
す
る
と
、

次
々
と
支
援
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
は
、
各
地

域
で
取
水
口
建
設
が
行
わ
れ
た
。

　

ベ
ス
ー
ド
用
水
路　

二
〇
〇
七
年
〜
〇
九
年

　

シ
ェ
イ
ワ
用
水
路　

二
〇
〇
八
年

　

カ
マ
用
水
路　
　
　

二
〇
〇
九
年

　

そ
れ
ぞ
れ
の
灌か
ん

漑が
い

面
積
は
、
ベ
ス
ー
ド
三
千
、
シ

ェ
イ
ワ
千
二
百
、
カ
マ
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
用
水
路
建
設
は
、
隣
接
地
域
に
も
恩
恵

を
及
ぼ
し
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
農
村
地
帯
で
沙
漠

化
を
免
れ
た
地
域
は
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
〇
〇
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）を
優
に
超
え
る
。
殊
に
カ
マ
郡
で
は
、

〇
九
年
夏
の
作
付
け
の
六
割

以
上
が
米
で
あ
り
、
同
地
域

始
ま
っ
て
以
来
だ
と
言
わ
れ

る
。

　

一
般
に
取
水
堰
の
建
設
は

膨
大
な
石
材
を
必
要
と
す
る

が
、
資
機
材
と
労
働
力
は
全

て
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

の
建
設
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。

紙
面
を
借
り
て
会
員
・
支
援

者
の
方
々
に
明
ら
か
に
し
て

お
き
た
い
。
こ
の
地
域
が
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
独
壇
場
と
な
っ
た
の

は
、
わ
れ
わ
れ
が
優
れ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ

ど
旱か
ん

魃ば
つ

問
題
に
関
心
が
薄
く
、

他
に
や
る
も
の
が
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

水
は
人
々
の
生
命
線
で
あ
る
。「
も
し
、
ニ
ン
グ
ラ

ハ
ル
州
北
部
農
村
が
壊
滅
し
て
い
れ
ば
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
も
ま
た
、
失
業
者
と
避
難
民
で
溢
れ
、
カ
ン
ダ
ハ

ル
と
同
様
に
血
な
ま
ぐ
さ
い
騒
乱
の
渦
中
に
投
げ
込
ま

れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
は
、
事
実
を
知
る
住
民
た
ち
の
実

感
で
あ
る
。
誰
で
も
よ
い
。
国
際
支
援
の
関
心
が
つ

ま
ら
ぬ
政
治
的
駆
け
引
き
や
、
無
益
な
戦
争
を
離
れ
、

人
々
の
生
活
と
生
命
に
向
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

第
二
期
工
事
の
詳
細
は
別
表
に
譲
る
。

②
井
戸
事
業

　

二
〇
〇
七
年
四
月
に
飲
料
水
源
は
一
五
五
〇
ヶ
所

を
超
え
た
が
、
二
〇
〇
八
年
は
学
校
、
モ
ス
ク
な
ど

の
公
共
施
設
だ
け
に
絞
り
、
〇
八
年
十
二
月
、
井
戸

事
業
を
水
路
事
業
に
統
合
し
た
。
こ
れ
は
、
次
に
述

べ
る
自
立
定
着
村
建
設
が
急
が
れ
る
た
め
で
、
新
た

な
村
の
飲
料
水
源
に
集
中
し
て
い
る
。
〇
六
年
六
月

現
在
、
十
八
カ
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸
が
ガ
ン
ベ
リ

沙
漠
に
建
設
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
沙
漠
の
岩
盤
地
帯
の
水
路
沿
い
に
は
、

浸
透
水
（
湧
水
）を
利
用
し
て
清
潔
な
飲
料
水
源
を

得
る
試
み
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

2008 年度に活動したワーカー
◎医療
1 藤田千代子 院長代理・看護部長 1991年 9月 継続中
2 坂尾美知子 臨床検査技師 2002年 7月 2008年 9月終了
3 杉山大二朗 ダラエ・ヌール診療所受付薬局 2005年 2月 継続中
4 村井光義 会計 2005年 3月 継続中
5 河本定子 薬局 2005年 9月 2008年 9月終了
6 西野恭平 ダラエ・ヌール診療所医師 2007年 5月 2008年 10月終了
7 宇都宮雄高 看護師 2008年 2月 2008年 10月終了
◎灌漑用水路建設計画・農業計画
8 近藤真一 用水路 2003年 1月 2008年 5月終了
9 伊藤和也 農業 2003年 12月 2008年 8月殉職
10 松永貴明 用水路 2004年 4月 継続中
11 進藤陽一郎 農業 2004年 5月 2008年 9月終了
12 芹澤誠治 事務 2005年 4月 2008年 5月終了
13 竹内英允 事務 2006年 4月 2008年 4月終了
14 神代大輔 支部会計 2007年 2月 2008年 9月終了
15 山口敦史 用水路 2007年 3月 2008年 9月終了
16 佐々木啓泰 用水路 2007年 4月 2008年 8月終了
17 石橋周一 用水路 2007年 5月 2008年 4月終了
18 藤澤文武 用水路 2007年 7月 2008年 9月終了
19 山中　正義 事務 2008年 2月 2008年 9月終了
◎定期・短期派遣者
20 高橋　修 農業顧問 2002年 3月 定期
21 石橋忠明 用水路 2007年 11月 2009年 2月終了
22 紺野 道寛 用水路 2007年 11月 2008年 9月
23 鈴木　学 用水路 2007年 12月 2008年 4月終了
24 鈴木祐二 用水路 2007年 12月 2008年 4月終了
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３
．
農
業
関
係

　　

〇
八
年
八
月
二
十
六
日
の
伊
藤
和
也
君
の
事
件
で
、

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
退
去
は
早
ま
っ
た
が
、
共
に
働

い
た
農
民
た
ち
が
作
業
を
継
続
し
て
い
る
。
間
も
な

く
大
が
か
り
な
開
拓
事
業
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で

の
成
果
を
大
々
的
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
食

糧
生
産
の
向
上
を
本
格
化
、
水
路
事
業
と
事
実
上
一

体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
（
六
年
間
の
農
業
事
業

に
つ
い
て
は
、
こ
の
秋
高
橋
修
氏
の
編
集
に
よ
る
詳

細
な
「
報
告
集
」
が
石
風
社
よ
り
刊
行
さ
れ
る
）。

４
．
ワ
ー
カ
ー
派
遣

　

〇
八
年
度
は
、
別
表
（
８
頁
）の
ワ
ー
カ
ー
が
事

業
に
参
加
し
た
。
不
幸
に
し
て
伊
藤
和
也
君
を
失
っ

た
こ
と
は
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
が
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。
予
想
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
側
の
急
速
な
情
勢
悪
化
で
、
二

〇
〇
八
年
十
月
ま
で
に
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド･

ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
共
に
全
員
が
現
場
を
離
れ
た
（
そ
の
後
松

永
、
村
井
が
会
計
処
理
の
た
め
、
藤
田
看
護
師
が
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
問
題
の
た
め
、
短
期
派
遣
さ
れ
た
）。

５
．
マ
ド
ラ
サ
建
設

　　

マ
ド
ラ
サ
は
ア
フ
ガ
ン
農
村
共
同
体
の
要か

な
め

で
あ

る
。
〇
七
年
十
二
月
鍬く

わ

入
れ
式
を
行
い
、
本
格
的
工

O分水路 ( シギ分水路 ) の末端近くの砂地で初めての収穫と
なったスイカ畑に集ったダラエヌール診療所職員たち

＼ 
マルワリード用水路要図 し、

ジャリババノ A 至クナール

渓匂tヽご悶r取水口

F,G 
シェイワ用水路の灌漑域 1010m 

9 ，パ石出し
ー マルワリード直接灌漑地（09年5月） H ' 

年内に灌漑される｀ I へ

□: ' 水制群①

fご篇芙谷ゞ 301°;1/f;勺石出し水制群②

イワ用水路
ロ

M 

＼ 
ヽ

水路；点い 虹虹、唸...―
······•べ伽・ ガノ

①D沈砂池

②切通しトンネル

③切通し

トー一-l 1 km 

＇， ．． ＇岩盤稜線
貯水池

― °ー用水路

国道

- --～--~— 分水路

ガンベリ
-------―自然土石流路
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事
が
〇
八
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
〇
九
年
六
月
現

在
、
校
舎
（
教
室
十
二
、
図
書
室
一
、
教
員
室
二
）

及
び
付
属
モ
ス
ク
（
八
百
名
収
容
）の
主
要
工
事
を

終
え
、
内
装
の
段
階
で
あ
る
（
マ
ド
ラ
サ
の
備
品
購

入
費
と
し
て
、
伊
藤
君
の
ご
両
親
か
ら
「
伊
藤
和
也

ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
」
が
寄
せ
ら
れ
た
）。

　

設
計
と
施
工
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
全
て
自
分
で
行
っ
た
。

〇
九
年
九
月
に
正
式
に
開
校
す
る
。

６
．
自
立
定
着
村
の
建
設

　

水
路
建
設
事
業
は
小
さ
な
民
間
団
体
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
〇
九
年
七
月
を
以
っ
て

完
了
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な

い
。
十
五
万
人
が
生
活
す
る
用
水
路
の
保
全
は
、
世

代
か
ら
世
代
へ
、
長
い
年
月
が
か
か
る
。
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
建
設
の
主
役
は
近
隣
農
民
で
あ
り
、
改

修
の
実
を
心
得
て
い
る
。
幸
い
と
言
う
べ
き
か
、
不

幸
に
と
言
う
べ
き
か
、
水
路
の
恩
恵
に
浴
さ
な
か
っ

た
人
々
は
、
ま
る
六
年
間
現
場
監
督
や
作
業
員
を
務

め
て
き
た
。

　

彼
ら
を
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
に
充あ

て
て
自
活
さ
せ
、

か
つ
水
路
保
全
の
役
を
担
っ
て
も
ら
う
と
い
う
構
想

で
あ
る
。
出
来
あ
が
る
直
前
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
に
は
、
彼
ら
の
強
い
愛
着
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
、
そ
の
送
る
水
で
、
文
字
通
り
生
活
の
糧
を
得

る
な
ら
、
喜
ん
で
役
に
就
く
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
〇
七
年
度
か
ら
の
構
想
で
、
〇
八
年
十
二

月
、
水
路
開
通
の
見
通
し
が
立
つ
や
、
直
ち
に
居
住

地
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
一
一
八
家
族
、
約

自立定着村で進行中の、各戸の区画壁と基礎の造成工事

モスクに併設されるマドラサ（伝統的な寺子屋）も建設中

ガンベリ沙漠に建設中の自立定着村予定地。ガズの防砂
林も順調に生育、区画で区切られ入植者を待つ

建設中のモスク。完成目前のミナレット（塔）
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用水路の概要
水路の名称 マルワリード用水路（Marwarid Canal, Marwarid　はペルシャ語で「真珠 ｣の意 ) 
全長 約 24.3km　（第一期；13.0km、第二期；11.3km）

場所 アフガニスタン国クナール州ジャリババからナンガルハル州シェイワ郡ブディアライ村を経て、同郡
シギ村ガンベリ沙漠まで

平均傾斜 0.00073
標高差 ( 落差） 17.2m (ジャリババ取水口 633.5 m, ブディアライ村 624.4 m, ガンベリ砂漠末端 616.3 m) 
取水量 4.5～ 5.5 ㎥ /sec.（限界最大量 6.0㎥）
推定損失水量 45％　(浸透損失 20％、無効水 25％）
灌漑給水能力 3.0～ 4.5㎥ /sec. (一日 25～ 40万トン )

推定灌漑可能面積 約 9,700ha(約 9,700町歩）
*既に灌漑している耕地と給水量から算出。土壌の保水性、作付けの相違で、日本の基準とは必ずしも一致しない。

水路沿い植樹総数 200,380本 (2009年 1月現在）、うち第一期 126,150本 , 第二期 74,230本
設計･施工者 ＰＭＳ（ペシャワール会医療サービス）

工期
第一期工事；（竣工）2003年 3月 19日～ 2007年 4月 30日、第二期工事；（建設中）2007年 5月 1日
～ 2009年 6月 15日予定

＊ 2008年 1月 1日～ 2009年 5月 17日の実績を示す。

各区別概要（流量・工種など）
●第一期工事
区域 長さ (m) 開水路幅(底

部～上部)
平均傾斜 最大流量 5.0 ㎥ /sec. の時 コンクリート構造物 工種と主な付帯工事

水 深
(m)

流 積
(㎡ )

流 速
(m/秒 )

流量
(㎥/秒)

橋 水道 サイフォン 水門

Ａ 800 4.0～ 5.0 m 0.00125 0.84 3.53 1.4 5.00 1 1 
砂礫層の掘削、蛇籠工と柳枝工で護岸、土石流に
対して横断暗渠

Ｂ 100 岩盤掘削

Ｃ 700 1 
一部埋立・岩盤掘削の上、蛇籠工と柳枝工で護岸
（一部空石積み）

Ｄ 750 10.0～15.0 m 0.00045 0.63 6.28 0.8 5.00 1 
築堤による沈砂池造成、護岸は空石積み･柳枝工、
流量調節水門、水路部は岩盤掘削

Ｅ 1,416 6.0～ 10.0 m 0.00070 0.81 4.85 1.0 5.00 2 1 
ローム層の掘削、蛇籠工･柳枝工で護岸、ソイルセ
メント・ライニング、涸れ川横断に水道橋、暗渠
各 1

Ｆ 610 5.5～ 10.0 m 0.00080 0.74 4.05 1.2 5.00 1 
崖沿いに盛土して掘削、蛇籠工と柳枝工で護岸、
ソイルセメント・ライニング、滲出水処理の工事

Ｇ 400 1 1 

Ｈ 2,411 6.0～ 10.0 m 0.00034 0.85 6.0 0.9 5.00 2 2 
単純掘削、空石積みで護岸、湾曲部土手は練石積
みで造成、土石流に対して末端に遊水地設置

Ｉ 3,000 0.00045 0.67 4.7 1.1 5.00 1 1 
土手の造成、水路内と外壁共に空石積み、ソイル
セメント･ライニング、土石流に対してサイフォン
（30m）

Ｊ 1,400 5.5～ 6.5 m 0.00104 0.76 3.72 1.3 5.00 1 2 2 3 
砂礫層の掘削、ソイルセメント･ライニング、蛇籠
工･柳枝工で護岸、

Ｋ 1,430 2 2 3 2 土石流に対してサイフォン部 4箇所（計 300m）
一期計 13,017 10 5 7 11 
●第二期工事

L 1,350 4.5～ 10.0 m 0.0007 0.83 4.1 0.80 5.0 1 1 1 2 
岩盤掘削と盛り土による造成。切り通し；長さ約
90ｍ、鉄筋コンクリートで掩蔽、トンネル化。

M 1,260 6.0 m 0.0008 0.70 4.2 1.20 5.0 1 1 3 
Ｍ貯水池；長さ約 450ｍ、土手の高さ 20ｍ、幅 50
ｍで 4段分割。土石流は緩流化して摂水。

N 2,200 6.0 m 0.0006 0.73 4.2 1.20 5.0 1 3 3 扇状地約 1.5kmの横断。

O 1,000 5.0m 以上 0.0007 0.76 4.6 1.10 5.0 1 
O貯水池；長さ約 200ｍ。完成。土石流は緩流化
して摂水。

P 900 4.0m 以上 0.0007 0.70 3.8 1.20 5.0 1 急峻な崖地の長い切り通し約 800 ｍ。完成。

Q 1,060 5.0m 以上 0.0007 
（未
定） 5.0 1 

工事中。崖沿いの土手と溜池の連続。コンクリー
ト構造物は完成。

S 3,500 5.0 m 0.0006 0.84 4.2 1.20 5.0 5 5 
砂層とシルト層の掘削。両岸の蛇籠・柳枝工。
2009年 1月現在 300ｍを完成。

二期計 11,270 8 2 5 15
総計 24,287 18 7 12 26
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一
二
〇
〇
名
分
の
住
居
を
建
設
中
で
あ
る
。
募

集
は
水
路
が
開
通
し
て
か
ら
行
い
、
早
け
れ
ば

一
部
の
土
地
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
け
が
開

始
さ
れ
る
。

　

な
お
、
開
拓
地
は
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
確

保
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
試
験
農
場
の
実
戦
版
と
考

え
て
差
し
支
え
な
い
。
現
在
、
漠
々
た
る
荒
野

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
緑
の
田
園
に
変
わ
る
の
を

疑
う
職
員
は
い
な
い
。

７
．
二
〇
〇
九
年
度
の
計
画

　

事
業
は
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
連
続
で
、
目
新
し

い
も
の
は
な
い
。
年
度
報
告
に
述
べ
た
。
医
療
面
で

は
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
の
場
の
確
保
が
懸
案
で
、
水
路

事
業
は
自
立
定
着
村
の
確
立
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

 

中
村　

哲

九
州
大
学
医
学
部

卒
。
専
門
＝
神
経

内
科
（
現
地
で
は

内
科
・
外
科
も
こ

な
す
）。
国
内
の
病

院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
十
三
年
に
わ
た
り

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、

貧
民
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年
か
ら
は
ア

フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン

北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
設
立
。
九
八

年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建

設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を

拠
点
に
巡
回
診
療
も
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年

以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対

策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ

の
復
旧
。
作
業
地
千
五
百
ヶ
所
以
上
）事
業
を
実

践
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村

で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
継

続
、
〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
、

〇
七
年
三
月
第
一
期
工
事
完
成
。
年
間
診
療
数
約

七
万
人
（
二
〇
〇
八
年
度
）。

植樹数（2008 年 12 月 31 日現在）
●第一期工事
樹木 場所 目的 本数

ヤナギ 全開水路内壁、盛土法尻 ①用水路護岸の強化、②法止め工 116,050
クワ 盛土法尻 法止め工 7,000
オリーブ 盛土法尻 法止め工 2,000
ユーカリ 土石流の谷 土石流の緩流化 (保護樹林） 2,251
アンズ D沈砂池周辺 果樹園造成 600
計 127,901
●第二期工事
ヤナギ 全開水路内壁 用水路護岸 55,380
クワ 盛土法尻 法止め工 5,000
ユーカリ 土石流の谷 土石流の緩流化 (保護樹林） 1,000
ガズ 沙漠地帯 防砂林 18,000
ビエラ 盛土法尻 法止め工 300
計 79,680
総計 207,581

造成分水路（稲作が確実な面積）
●第一期工事  
場所 長さ (m) 最大許容流量 ( ㎥･秒 ) 推定灌漑面積 (ha) 排水先 村の地名

G分水路 2,500 0.40 360 シェイワ水路 スランプール、カンデイ、シェトラウ、ブディアライの一部
G分水路② 300 0.50 120 シェイワ水路 シェイワ郡シェトラウ村
H1分水路 500 0.30 80 シェイワ水路 スランプール
H2分水路 400 1.5～ 2.0 80 シェイワ水路 スランプール、ブディアライの一部
I2分水路 300 0.30 40 G分水路 スランプール、ブディアライの一部
J分水路 3,000 0.35 250 シェイワ水路 ブディアライ村下流
J分水路② 2.00 （不明）シギ水路 シギ村全体
K分水路① 400 0.20 50 シェイワ水路 シェイワ上流
計 7,400 980

●第二期工事
K分水路② 600 0.3 200 シェイワ水路 シェイワ郡高地
L1分水路 10 0.2 20 シェイワ水路 シェイワ郡高地
L2分水路 50 0.2 10 シェイワ水路 シェイワ郡高地
M1分水路 100 0.2 30 シェイワ水路 シェイワ郡高地
M2分水路 100 0.2 30 シェイワ水路 シェイワ郡高地
N1分水路 500 0.3 100 シェイワ水路 シェイワ郡高地（クナデイ村）
N2分水路 10 0.5～ 1.5 120 シェイワ水路 シェイワ郡高地（クナデイ村）
N3分水路 10 0.5～ 2.0 150 シェイワ水路 シギ村高地開墾地
O分水路 1,600 0.5～ 2.0 300 シギ水路 シギ村高地開墾地
計 2,980 960
総計 10,380 1,940
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2008年麿の主な較支
寄付を頂きました団体の御名前につきましては紙面の都合上、割愛させていただきます。

期間 2008年4月～2009年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費•寄付
2 補助金等

4 利息雑収入

5 収益事業収入

6 甚金繰入

年度収入計

前年度繰越

収入計

収益事業会計

［収入の部］

書籍売上

ビデオ売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍原価

雑費

租税公課

経費合計

当期収益（一般会計繰入）

299,091,929① 

゜2,997,136 

154,490 

120,000,000 

422,243,555 

4,886,025② 

427,129,580 

2

3

 

963,415 

10,000 

382,120⑨ 

1,355,535 

893,445 

189,000 

118,600⑩ 

1,201,045 

154,490 

「いのちの基金」残高

期首残高

一般会計へ繰入

期末残高

150,000,000 

120,000,000 

30,000,000 

［支出の部］

1 現地協力費

うちPMS運営費

井戸掘り事業

農業支援事業

滋漑用水路

アフガン事務所

現地ワーカー費

渡航費

国内活動費

広報費

事務局費

年度支出計

次年度繰越

支出計

402,872,624 

46,356,061③ 

7,703,075④ 

2,878,215⑤ 

290,204,299⑥ 

22,996,840⑦ 

15,825,277⑧ 

5,117,767 

11,791,090 

8,976,052 

12,202,836 

424,051,512 

3,078,068 

427,129,580 

未使用切手、書き損じ葉書の寄付

寄付いただいた件数 1,244件

未使用切手枚数 44,583枚

同 金額 4,497,141円

書き損じ葉書枚数 39,038枚

同 金額 1,892,768円

合計金額 6,389,909円

＊会報発送費用等の節約になっています。

----------------------------------------

スベ出支g
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政
情
の
変
化
に
揺
れ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院

　

皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
十
一
月
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
帰
国
し
て
半

年
余
り
過
ぎ
ま
す
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
は
福
岡
か
ら
イ
ク
ラ
ム
ラ

事
務
長
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
診
療
機
能
を
縮
小

し
た
規
模
で
の
診
療
を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
務
長
か
ら
の
連
絡
で
は
ア
フ
ガ
ン

人
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
、
そ
し

て
予
想
し
た
通
り
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
職
員
へ
の
圧
迫

も
起
き
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
人
職
員
に
お
い
て
は

六
月
現
在
、
医
療
従
事
者
で
は
看
護
部
に
一
名
残
っ

て
い
る
だ
け
で
、
医
師
、
薬
剤
師
全
員
が
病
院
に
籍

を
残
し
た
ま
ま
い
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
パ
キ

ス
タ
ン
人
職
員
で
は
特
に
医
療
従
事
者
が
他
に
副
職

を
持
ち
た
い
為
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
へ
の
勤
務
の
変
更

や
離
職
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
な
っ
た
殆
ど
の
医
師
は
、
病
院

で
診
察
す
る
患
者
を
自
分
が
昼
か
ら
働
く
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
院
す
る
よ
う
に
仕
向
け
、
高

い
診
察
費
を
払
わ
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
病

院
全
体
の
診
療
へ
の
士
気
は
坂
を
転
げ
る
よ
う
に
崩

れ
る
ば
か
り
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
た
せ
い

か
、
職
員
の
中
に
は
私
達
が
病
院
へ
戻
っ
て
く
る
ま

で
休
み
を
取
り
た
い
と
希
望
す
る
者
も
い
ま
す
。

　

肝
心
の
治
安
の
悪
化
は
良
く
な
る
ど
こ
ろ
か
日
々

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
イ
ク
ラ
ム
ラ
事

務
長
か
ら
の
連
絡
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ン
関
連

の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
昨
年
に
引
き
続
き
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
内
で
は
外
国
人
に
限
ら
ず
地
元
の
人
の
誘
拐
事

件
も
頻
発
し
、
病
院
の
裏
手
を
走
る
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

（
ア
フ
ガ
ン
国
境
ト
ル
ハ
ム
へ
走
る
道
路
）で
は
ア

フ
ガ
ン
内
の
多
国
籍
軍
へ
の
物
資
輸
送
車
両
を
狙
っ

た
爆
破
事
件
が
何
度
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

五
月
に
病
院
の
用
事
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
へ
行
き
ま

し
た
が
、
病
院
や
宿
舎
で
は
な
く
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で

警
備
体
制
が
最
高
と
い
わ
れ
る
パ
ー
ル
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
よ
う
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
私
に
と
っ
て
は
長
年
付
き
合
っ
て
い
る
職
員

が
数
名
詰
め
て
い
る
宿
舎
の
方
が
安
心
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
六
月
に
ア
フ
ガ
ン
か
ら
再
度
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
へ
寄
り
残
っ
た
仕
事
を
し
て
か
ら
帰
国
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
パ
ー
ル
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
が
爆
破
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
治
安
局
の
指
示
で
外
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
事
務
所
を
移
し

て
い
た
）。

　

そ
の
後
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
空
港
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
い

う
事
も
あ
り
、
病
院
の
職
員
の
通
勤
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

　

難
民
は
さ
ら
な
る
困
難
の
中
に

　

二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
米
軍
の
、
同
じ
イ
ス
ラ

ム
教
国
ア
フ
ガ
ン
へ
の
攻
撃
に
パ
キ
ス
タ
ン
は
協
力

し
ま
し
た
。「
サ
ブ
セ
、
パ
ヘ
レ
ー
、
パ
ー
キ
ス
タ

ン
」（
ま
ず
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
事
を
）の
フ
レ
ー
ズ
を
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
人
気
の
あ
る
歌
手
が
歌
い
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
流
し
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
病
院
で

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

悪
化
す
る
政
情
に

  
翻
弄
さ
れ
る
患
者
た
ち

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
看
護
部
長
（
院
長
代
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
千
代
子

用水路を背に現地の子供たちと（左端が藤田さん）
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水
さ
え
あ
れ
ば

　

そ
の
日
の
朝
ま
で
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
突
然

水
が
現
れ
、
近
所
の
子
ど
も
が
皿
を
洗
い
、
水
遊
び

を
し
、
牛
や
山
羊
が
水
飲
み
に
や
っ
て
来
る
と
い
う

光
景
が
数
時
間
の
内
に
拡
が
っ
て
い
く
。
ま
る
で
何

十
年
も
前
か
ら
そ
こ
に
水
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
錯

覚
を
覚
え
、
水
さ
え
あ
れ
ば
人
は
生
き
て
い
け
る
と

思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

盛
土
現
場
を
指
揮
し
な
が
ら
、
中
村
先
生
は
「
作

業
に
近
道
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
現
場
職
員
の
誘
導

に
従
っ
て
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
土
を
運
ぶ
。
作
業
員

は
シ
ャ
ベ
ル
で
地
面
を
な
ら
す
。
そ
の
重
機
や
資
材

の
手
配
を
す
る
事
務
所
。
職
員
や
作
業
員
の
給
料
を

計
算
、
レ
ン
タ
ル
重
機
の
支
払
い
を
す
る
会
計
。
日

本
か
ら
の
送
金
手
続
き
だ
け
で
な
く
、
会
員
名
簿
を

管
理
し
、
お
礼
状
を
書
き
、
会
員
の
方
々
と
現
地
事

業
を
結
ぶ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
皆
さ
ん
。
そ

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
寄
付
し
て
下
さ
る
方
々
。
日

本
人
が
帰
国
し
た
後
、
色
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
必
死
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
を
維
持
し
て
い
る
パ

キ
ス
タ
ン
人
職
員
。
ど
れ
一
つ
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
繋
が
り
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
、
目

に
見
え
る
成
果
を
生
む
。

　

ド
ス
タ
ニ
（
友
情
）

　

私
は
主
に
事
務
所
で
働
い
て
き
た
。
用
水
路
現
場

で
は
用
水
路
を
完
成
さ
せ
る
事
、
医
療
現
場
で
は
患

ど
れ
ひ
と
つ
欠
く
こ
と
の

  

で
き
な
い
繋
が
り

　
　
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
会
計
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
光
義

は
一
時
両
国
の
職
員
の
関
係
が
ぎ
す
ぎ
す
し
ま
し
た

が
、
中
村
先
生
が
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
患
者
の
為
に
働
く
病

院
で
あ
る
」
と
話
し
、
そ
の
後
に
行
な
っ
た
ア
フ
ガ

ン
へ
の
食
糧
配
給
で
は
素
晴
ら
し
い
協
力
体
制
で
ぎ

り
ぎ
り
の
時
ま
で
配
給
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
帰
国
す
る
前
か
ら
今
ま
で
の
病
院
の
様
子
を
見

る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
何
ら
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

込
ま
れ
大
変
に
き
っ
ち
り
出
来
た
計
画
が
ど
ん
ど
ん
進

め
ら
れ
て
行
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
病
院
の
職
員
や

患
者
さ
ん
た
ち
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

福
岡
の
事
務
局
で
パ
キ
ス
タ
ン
で
病
気
に
な
っ
た

人
が
一
般
的
に
ど
の
よ
う
な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
か

を
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
話
し
な
が
ら
私
が

赴
任
し
た
十
数
年
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
気
づ

き
唖あ

然ぜ
ん

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
患
者
さ
ん

は
医
師
の
書
い
た
処
方
箋
を
持
っ
て
バ
ザ
ー
ル
の
薬

屋
で
薬
を
は
じ
め
、
必
要
に
応
じ
て
注
射
器
、
傷
の

手
当
が
必
要
な
ら
ガ
ー
ゼ
、
消
毒
薬
、
軟
膏
な
ど
す

べ
て
自
費
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
術
は

費
用
を
持
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
（
縫
合
糸
な
ど
も
）

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
や

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
周
辺
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
自
主
帰
還

（
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
強
制
帰
還
ら
し
い
）

し
た
難
民
達
の
置
か
れ
た
状
況
を
見
る
と
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の
こ
ん
な
状
態
で
も
ま
だ
ま
だ
良
い
方
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

貧
し
い
が
故
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
医
療
が
受
け
ら
れ

な
い
人
達
が
大
勢
い
る
時
に
、
病
院
で
は
争
い
ご
と

が
絶
え
ず
、
現
地
か
ら
の
連
絡
で
悲
し
い
想
い
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
働
い
て
い
る
彼
ら
大
多
数
も

裕
福
な
人
達
で
は
な
く
家
族
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
自
国
の
急
激
な
変
化
に
戸
惑
い
、
病
院
の
将
来

に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
思
う
と
、
彼
ら
を
責
め
る
こ
と
も
嘆
く
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

ア
フ
ガ
ン
側
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
、
昨
年

ま
で
西
野
先
生
が
外
科
的
な
診
療
に
も
力
を
入
れ
て

下
さ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
村
人
や
他
の

診
療
所
で
も
「
外
傷
は
ジ
ャ
パ
ニ
ホ
ス
ピ
タ
ル
へ
」

と
言
っ
て
お
り
、
職
員
も
そ
れ
を
嬉
し
く
思
い
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
酸
素
吸
入
や
ぜ
ん
そ
く
患
者
へ

の
吸
入
な
ど
の
設
備
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
診
療
所
に
し
か
な

い
為
、
呼
吸
器
疾
患
の
人
達
の
治
療
も
多
く
な
っ
て

お
り
、
あ
の
地
区
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
が
こ
れ
以
上
悪
く
な
ら

な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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者
を
治
す
事
が
明
確
な
目
標
と
し
て
あ
る
が
、
事
務

職
で
は
事
務
所
内
で
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
に
集
中

し
す
ぎ
全
体
の
目
標
を
見
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
今

回
は
何
度
か
現
場
に
行
き
、
毎
日
作
業
状
況
を
聞
い

た
。
も
の
が
完
成
す
る
喜
び
を
知
り
、
水
は
高
い
と

こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
流
れ
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
も
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

用
水
路
終
点
付
近
に
は
、
自
立
定
着
村
の
住
居
が

建
設
中
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
村
の
名
前
は
何
が
い

い
か
事
務
職
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ド
ス
タ
ニ
（
友

情
）は
ど
う
だ
」
と
答
え
た
。
そ
れ
は
、
将
来
子
ど

も
が
村
の
名
の
由
来
を
聞
く
時
に
、
日
本
と
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
が
力
を
合
わ
せ
て
用
水
路
を
作
っ
た
と
説

明
で
き
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　

全
て
の
人
間
が
誇
り
に

　

現
在
、
現
場
作
業
に
は
警
察
と
地
域
で
準
備
さ
れ

た
警
備
が
つ
く
。
彼
ら
で
さ
え
分
水
路
の
排
水
の
流

れ
な
ど
細
か
い
こ
と
を
私
よ
り
知
っ
て
お
り
、
自
ら

進
ん
で
重
機
の
誘
導
や
作
業
員
に
中
村
先
生
の
指
示

を
伝
え
、
時
に
は
陥
没
し
た
道
の
修
復
を
手
伝
っ
て

い
る
。
事
業
に
携
わ
る
全
て
の
人
が
今
や
り
遂
げ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
。

　

柳
に
覆
わ
れ
た
水
路
は
美
し
く
、
つ
い
つ
い
見
と

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
畑
に
目
を
移
す
と
小

麦
が
刈
ら
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
芽
を
出
し
、
ス
イ

カ
の
収
穫
が
行
わ
れ
、
稲
作
の
た
め
の
水
が
田
に
引

か
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
素
敵
な
光
景
を
現
場
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
職
員

や
地
元
住
民
と
一
緒
に
喜
ぶ
こ
と
の
で
き
る
私
は
と

て
も
幸
せ
で
す
。
素
人
の
写
真
で
は
あ
ま
り
に
自
然

が
大
き
す
ぎ
て
、
現
場
の
迫
力
を
十
分
伝
え
る
こ
と

が
出
来
ず
、
住
民
の
反
応
を
言
葉
で
表
す
に
は
物
足

り
な
い
私
の
文
章
に
つ
い
て
、
支
え
て
下
さ
る
皆
さ

ま
に
対
し
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し
て
別

納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代
行
業
者
名

が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

▼
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊ 

当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊ 
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙

は
、
郵
便
局
か
ら
は
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、
文

字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の
ハ

ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
使
用

済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の
代

わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

ワ
リ
ー
ド
と
ミ
ハ
ク

甲
斐
大
策

　

一
九
六
五
年
秋
、ワ
リ
ー
ド
は
留
学
先
の
ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら

パ
リ
へ
出
た
。パ
リ
の
ア
ン
テ
ル
ナ（
寄
宿
校
）生
活
を
始
め
た
一

人
娘
ミ
ハ
ク
の
初
の
帰
省
に
つ
き
添
う
よ
う
父
の
指
示
が
あ
っ

た
。一
年
振
り
に
会
っ
た
妹
は
、黒
地
に
黄
色
の
柄
を
染
め
た
絹

の
ス
カ
ー
フ
を
頭
か
ら
首
に
巻
き
、そ
こ
か
ら
甘
い
香
り
が
漂

っ
て
い
た
。

「
こ
れ
、凱
旋
門
の
チ
ャ
ァ
プ（
プ
リ
ン
ト
）、パ
グ
マ
ン＊

の
門
は

こ
れ
の
真
似
で
し
ょ
う
…
…
。」

　

ベ
イ
ル
ー
ト
で
遊
蕩
の
日
々
を
重
ね
て
き
た
ワ
リ
ー
ド
に
も
、

十
九
歳
の
妹
の
清
ら
か
さ
は
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

　

イ
ン
ド
を
目
指
す
若
者
た
ち
と
共
に
パ
リ
か
ら
八
千
余
キ
ロ
、

十
数
日
の
バ
ス
移
動
だ
っ
た
。カ
ー
ブ
ル
に
入
っ
た
夕
刻
、空
に

は
ラ
マ
ダ
ン
開
始
の
告
知
と
ア
ザ
ー
ン
が
流
れ
、何
千
羽
も
の

烏
が
い
つ
も
の
よ
う
に
パ
グ
マ
ン
の
森
へ
向
っ
て
い
た
。

　

兄
と
妹
は
北
部
の
旅
へ
出
た
。自
国
の
風
物
を
外
国
人
の
よ

う
に
楽
し
み
、貧
し
く
飢
え
て
い
る
人
々
に
、王
子
と
王
女
の
よ

う
に
小
銭
や
食
を
与
え
て
い
っ
た
。

　

マ
ザ
ー
ル
に
住
む
父
の
第
二
夫
人
、ミ
ハ
ク
の
実
母
の
屋
敷

を
ベ
ー
ス
に
、一
帯
の
噂
に
な
っ
て
い
た
純
白
の
巨
大
な
駱
駝

探
し
に
熱
中
、ラ
ン
ド
・
ロ
ー
バ
ー
で
平
原
を
駆
け
回
る
毎
日

だ
っ
た
。黒
々
と
し
た
北
の
空
が
地
平
線
に
接
し
幾
条
も
の
雷

光
が
天
地
を
結
ぶ
、大
地
の
一
部
に
陽
が
射
し
、そ
こ
に
白
い
駱

駝
が
佇
む
、そ
の
出
現
は
吉
か
凶
か
、と
チ
ャ
イ
ハ
ナ
で
は
誰
も

が
見
て
き
た
よ
う
に
語
り
合
っ
た
。時
折
チ
ャ
イ
ハ
ナ
の
入
口

に
放
浪
の
ム
ッ
ラ
ー
（
導
師
）が
立
ち
、杖
を
振
り
上
げ
、天
か
ら

遣
わ
さ
れ
た
駱
駝
が
お
前
た
ち
の
罪
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
、

と
叫
び
、人
々
は
黙
っ
て
う
つ
向
く
の
だ
っ
た
。

　

ダ
ウ
ラ
タ
バ
ー
ド
近
く
で
村
人
が
兄
姉
の
車
を
見
た
の
が
最

後
だ
っ
た
。ワ
リ
ー
ド
と
ミ
ハ
ク
は
草
原
に
消
え
た
。二
週
間
近

い
陸
軍
と
空
軍
の
捜
索
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
人
の
手
懸
か
り
は

な
か
っ
た
。ラ
マ
ダ
ン
が
明
け
る
頃
、二
千
万
人
近
い
こ
の
国
の

人
々
の
中
の
千
人
に
も
満
た
な
い
富
裕
な
人
間
と
そ
の
無
邪
気

な
旅
が
人
々
に
残
し
た
記
憶
は
、ブ
ズ
カ
シ
の
土
埃
と
冬
の
風

に
消
え
、白
い
駱
駝
の
出
現
は
伝
説
の
一
部
と
な
っ
た
。

＊
二
十
世
紀
初
頭
、ア
マ
ヌ
ッ
ラ
ー
王
が
、第
三
次
対
英
戦
争
に
勝
利

し
独
立
を
記
念
し
建
設
し
た
保
養
地
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「
憤
り
と
悲
し
み
を
友
好
と
平
和
へ
の
意
志
に
変
え

て
。」

　

こ
れ
は
、
中
村
先
生
か
ら
頂
い
た
言
葉
で
す
。

「
今
日
か
ら
こ
こ
に
居
る
ん
だ
ね
。
お
母
さ
ん
も
電

車
を
乗
り
継
い
で
逢
い
に
来
た
よ
。」

　

写
真
展
の
会
場
で
い
つ
も
和
也
と
子
ど
も
達
に
掛

け
る
挨
拶
で
す
。
毎
回
同
じ
写
真
と
逢
う
の
で
す
が

会
場
と
そ
の
場
所
に
行
く
道
程
が
違
う
の
で
、
新
鮮

な
気
持
ち
で
逢
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
様
の
暖
か
い
お
心
遣
い
を
頂
き
、
少
し
ず
つ
で

す
が
心
を
開
く
こ
と
が
出
来
て
き
ま
し
た
。

「
今
、
外
務
省
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
て
…
…
。」

　

福
元
さ
ん
か
ら
の
電
話
を
全
部
聞
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
日
か
ら
も
う
一
年
近
く
な
り
ま
す
が
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ア
フ
ガ
ン
に
行
っ
て
一
年
に
な
る
か
ら

い
つ
頃
帰
っ
て
く
る
の
か
「
帰
る
コ
ー
ル
」
を
待
っ

て
い
る
時
で
し
た
。
そ
し
て
、
私
達
父
母
も
妹
弟
も

祖
父
も
帰
っ
て
来
て
も
特
別
大
騒
ぎ
す
る
で
も
な
く
、

一
年
も
逢
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
忘
れ
て
和
也
の
好

き
な
刺
身
に
お
寿
司
、
そ
れ
か
ら
焼
き
魚
、
帰
っ
て

く
る
何
日
も
前
か
ら
母
が
考
え
て
い
た
献
立
が
並
ん

だ
食
卓
を
六
人
で
囲
む
は
ず
で
し
た
。

　

本
当
に
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
が
言
っ
て
お
ら
れ
る

よ
う
に
、
自
分
か
ら
何
か
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
父
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
母
に
洗
濯
物
を
出

し
な
が
ら
、
妹
に
は
お
土
産
を
渡
し
な
が
ら
、
弟
と

は
秘
密
の
？
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
優
し
く
、
少
し

ず
つ
ア
フ
ガ
ン
で
の
暮
ら
し
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
年
も
会
っ
て
い
な
い
と
顔
つ
き
も
変
わ
り
ま
す
が

「
今
回
は
髪
の
毛
切
っ
て
き
た
の
」「
お
嫁
さ
ん
の

あ
て
は
あ
る
の
か
」
と
か
、
母
の
う
る
さ
さ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
和
也
も
そ
ん
な
こ
と
は
心
得
た
も
の
で
、

涼
し
い
顔
を
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
第
一
子
で
し

た
の
で
、
母
も
和
也
と
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
。

　

で
も
和
也
は
こ
ん
な
母
よ
り
ず
っ
と
り
っ
ぱ
に
成

長
し
て
い
た
ん
で
す
。

　

和
也
と
こ
ん
な
別
れ
は
想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ア
フ
ガ
ン
に
送
り
出
し
た
時
か
ら
、
こ
の
様
な
こ

と
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
の
片
隅
に
は
持
っ

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
現
実
の
事
と
な
っ
て
み

る
と
、
本
当
に
憤
り
と
悲
し
み
で
心
も
身
体
も
す
べ

て
が
潰
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。

　

な
ん
で
和
也
が
。
な
ん
で
和
也
だ
け
が
。
ど
う
し

て
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。
ど
う
し
て
守
っ
て

く
れ
な
か
っ
た
の
か
。
誰
に
こ
の
憤
り
を
ぶ
つ
け
た

ら
い
い
の
か
。
押
し
か
け
て
く
る
マ
ス
コ
ミ
と
人
ご

と
の
よ
う
に
報
道
す
る
テ
レ
ビ
に
さ
え
憎
し
み
を
持

ち
ま
し
た
。

　

で
も
、
そ
ん
な
母
を
父
と
二
人
の
妹
弟
が
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
は
父
が
一
人
で
対
応
し
、

後
か
ら
後
か
ら
来
て
下
さ
る
方
々
に
は
妹
弟
が
り
っ

ぱ
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
た
だ
泣
い
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ

の
頃
の
記
憶
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
生
き
て
い

く
た
め
に
本
当
に
悲
し
い
こ
と
は
記
憶
か
ら
消
さ
れ

て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
五
十
六
年
の
人
生
の
中
で
一
番
つ
ら
く
、

悲
し
く
、
こ
ん
な
に
涙
を
流
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
今
度
帰
っ
て
く
る
と
き
は
、
セ
ン
ト
レ
ア
に
し
た

ら
？　

み
ん
な
で
迎
え
に
い
く
よ
」「
考
え
て
お
く
」

そ
ん
な
会
話
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
時

「
お
母
さ
ん
、
和
也
君
の
乗
っ
た
飛
行
機
で
す
よ
」

と
外
務
省
の
方
が
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
薄
暮

◎
息
子
伊
藤
和
也
の
一
周
忌
を
前
に

「
私
た
ち
が
行
く
ま
で
和
也
の
事
、
忘
れ
な
い
で
ね
。

覚
え
て
い
て
ね
。
約
束
だ
よ
。」（
ア
フ
ガ
ン
の
子
供
た
ち
へ
）  　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
順
子
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の
空
に
ラ
イ
ト
を
点
滅
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
着
陸
し

て
く
る
航
空
機
が
目
に
は
い
り
ま
し
た
。
本
当
な
ら

タ
ラ
ッ
プ
を
自
分
の
足
で
降
り
て
く
る
は
ず
が
、
棺

に
入
れ
ら
れ
、
貨
物
室
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
姿
は
生

涯
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
、
和
也
が
家
族
の
元
に
戻
っ
て
く
る
ま

で
は
長
い
時
間
と
複
雑
な
手
続
き
が
あ
り
ま
し
た
。

私
達
家
族
だ
け
で
は
と
て
も
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
外
で
亡
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
い
か
に
大
変
か
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
本
人
と
し
て
戻
る
た
め
に
は
日
本
で
も
う
一

度
司
法
解
剖
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
お
母
さ
ん
が
ど
ん
な
に
反
対
し
て
も
、
こ
れ
は
決

ま
り
で
す
か
ら
」
と
涙
を
流
し
て
告
げ
る
警
察
の
方

に
、
な
ん
て
答
え
た
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

東
名
高
速
道
路
を
名
古
屋
か
ら
掛
川
に
向
か
い
ま

し
た
が
、
解
剖
を
受
け
る
浜
松
医
大
が
あ
る
浜
松
西

イ
ン
タ
ー
で
母
と
妹
は
和
也
と
別
れ
ま
し
た
。
和
也

に
は
父
と
弟
が
付
き
添
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
和
也

ご
め
ん
。
ご
め
ん
ね
。
も
う
少
し
が
ま
ん
し
て
」
そ

う
叫
び
な
が
ら
見
送
り
ま
し
た
。
今
で
も
な
ん
で
ア

フ
ガ
ン
で
検
視
を
受
け
た
の
に
、
ど
う
し
て
ま
た
日

本
で
受
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
、
私
の
知
恵
で

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

葬
儀
が
終
わ
り
、
白
い
布
に
包
ま
れ
た
ま
だ
温
か

い
和
也
を
胸
に
抱
い
た
時
、
三
十
一
年
前
「
お
母
さ

ん
し
っ
か
り
だ
っ
こ
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
わ
れ

て
初
め
て
こ
の
胸
に
抱
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
三
一
四

〇
グ
ラ
ム
で
し
た
。

そ
の
温
か
さ
、
手

に
伝
わ
る
重
さ
は

同
じ
で
し
た
。
こ

の
時
程
悔
し
く
、

情
け
な
く
、
和
也

を
恨
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

和
也
が
ア
フ
ガ

ン
で
使
っ
て
い
た

も
の
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
警
察
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
母
は
行
く

事
が
出
来
ず
、
父
と
妹
弟
が
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
意
気
地
無
し
で
し
た
。

　

戻
っ
て
き
た
パ
ソ
コ
ン
を
妹
弟
が
開
い
て
み
る
と
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
写
真
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
農

業
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中

に
か
わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
を
写
し
た
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
達
は
飽
き
る
こ
と
な
く
何

枚
も
何
枚
も
見
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
写
真
を

皆
様
に
も
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
こ
の
事
件
が
起

き
た
時
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
静
岡
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
理
事
の
小
野
田
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。

小
野
田
さ
ん
は
「
わ
か
り
ま
し
た
。
私
に
任
せ
て

下
さ
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
、

静
岡
新
聞
社
、
静
岡
放
送
の
協
力
の
下
、
生
ま
れ
故

郷
の
静
岡
県
・
掛
川
市
か
ら
写
真
展
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
各
地
で
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
野
田
さ
ん

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
売
新
聞
社
か
ら
国
際
協
力
特
別
賞
、
シ

チ
ズ
ン
か
ら
は
シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
賞
、

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
か
ら
は
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
褒

章
を
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
か
ら
は
お
悔
や
み
の
声
明

文
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
読
売
か
ら
は
三
百
万
円
、

シ
チ
ズ
ン
か
ら
は
百
万
円
と
時
計
を
副
賞
と
し
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
副
賞
を
基
に
妹
が
名
付
け
た
「
伊

藤
和
也　

ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
」
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
和
也
が
願
っ
て
い
た
「
ア
フ

伊藤和也さんの写真展の会場風景 
（上・福岡会場　下・松戸会場）
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ガ
ン
を
緑
豊
か
な
国
に
戻
す
お
手
伝
い
を
」「
子
供

た
ち
が
将
来
食
べ
物
に
困
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う

願
い
を
少
し
で
も
叶
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と
の
想

い
か
ら
で
す
。

　

基
金
に
は
本
当
に
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
寄
付
を
頂

き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
未
熟
な
私
共
で

す
の
で
、
ご
心
配
・
ご
不
安
等
至
ら
ぬ
点
が
あ
り
ま

し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
は
お
一

人
お
一
人
に
お
礼
・
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
の
私
ど
も
の
心
情
を
お
察
し
頂
き
お
許
し

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　　

今
こ
こ
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
逮
捕
さ
れ
た
犯

人
の
一
人
の
判
決
を
知
ら
せ
る
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

私
達
家
族
は
、
犯
人
の
顔
を
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、
そ
の
判
決
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
日
本
の
裁
判
で
犯
人
の
顔
を
見
て
、
声
を

聞
い
て
、
殺
害
方
法
を
聞
く
こ
と
は
耐
え
が
た
い
事

と
お
も
い
ま
す
が
、
で
も
、
今
の
様
に
何
も
見
え
な

い
、
聞
こ
え
な
い
、
言
え
な
い
、
何
に
も
わ
か
ら
な

い
、
た
だ
紙
切
れ
一
枚
で
刑
罰
を
知
る
と
い
う
事
は
、

本
当
に
悔
し
く
、
辛
く
、
悲
し
く
涙
も
出
て
き
ま
せ

ん
。
犯
人
は
絶
対
、
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
。

　

親
と
し
て
大
切
な
和
也
の
命
を
守
っ
て
や
る
こ
と

が
出
来
な
く
て
、
た
だ
た
だ
、
和
也
に
申
し
訳
な
く

ア
フ
ガ
ン
に
送
り
出
し
た
こ
と
の
後
悔
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
気
持
ち
が
折
れ
た
と
き
は
和
也
の
前
に

座
り
、
皆
様
が
写
真
展
で
書
い
て
下
さ
っ
た
ノ
ー
ト

や
、
励
ま
し
の
お
手
紙
、
そ
れ
か
ら
遺
稿
集
に
載
っ

て
い
る
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
和
也
へ
の
想
い
を
読
ま
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
言
一
言
に
励
ま
さ
れ
て
、

今
日
ま
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
達
家
族
は
、
和
也
が
大
好
き
だ
っ
た
和
也
の
魂

の
眠
る
ア
フ
ガ
ン
の
地
に
行
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
和
也
は
「
お
母
さ
ん
が
来
れ
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
一
日
で
も
居
ら
れ
な
い
よ
」
と
い
い
ま

し
た
が
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
ち
ゃ
ん
と
来
た
よ
」

と
言
っ
て
や
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
私
達
以
上
に

長
い
年
月
、
和
也
へ
の
想
い
を
持
ち
続
け
る
こ
と
と

な
る
妹
弟
に
も
是
非
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

写
真
展
で
逢
う
子
供
た
ち
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
今
日
バ
テ
テ
点
滴
受
け
て
き
た
の
。
で

も
、
あ
な
た
達
に
逢
う
ま
で
は
絶
対
が
ん
ば
る
か
ら

ね
。
あ
な
た
達
も
絶
対
元
気
で
無
事
で
い
て
ね
。」

そ
し
て
「
和
也
の
話
聞
か
せ
て
ね
。
お
母
さ
ん
の
知

ら
な
い
事
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
だ
か
ら
。
聞
き
に
行

く
ま
で
和
也
の
事
、
忘
れ
な
い
で
ね
。
覚
え
て
い
て

ね
。
約
束
だ
よ
。」

　

私
達
に
と
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
和
也
が
大

好
き
だ
っ
た
国
で
あ
り
、
か
わ
い
い
子
供
達
の
暮
ら

す
国
で
も
あ
り
、
憎
い
犯
人
が
居
る
国
で
も
あ
り
ま

す
。

　

憤
り
や
憎
し
み
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
平

和
と
復
興
を
願
う
気
持
ち
は
特
別
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

進
藤
君
や
山
口
君
そ
し
て
和
也
が
言
っ
て
い
た
言

葉
を
皆
様
に
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
、
ア
フ
ガ
ン
、
日

本
そ
し
て
全
世
界
の
方
々
の
友
好
と
平
和
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　　

ど
う
か
皆
様
も
平
穏
な
日
々
と
共
に
あ
り
ま
す
よ

う
に

用水路建設初期における最大の難工事となった取水口で。共に汗を流したアフガ
ン及び日本人ワーカーたちと（前列右から２人目が伊藤和也さん）



202009年 7月 15日 ペシャワール会報　No.100

会　
　
　

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
一
、

〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇̶

〇
〇
四
一　

福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一
〇̶

二
五　

上
村
第
二
ビ
ル
六
〇

三
号
℡
〇
九
二̶

七
三
一̶

二
三
七
二
）内
に

お
く
。

●
事
務
局
便
り

＊
再
び
夏
が
め
ぐ
っ
て
き
た
。
昨
年
の
八
月
二
十
六
日
伊
藤
和
也
君

が
武
装
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
拉
致
殺
害
さ
れ
て
、
一年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
。
四
人
の
犯
人
の
う
ち
一
人
だ
け
が
逮
捕
さ
れ
、
二
十
年
の

判
決
が
下
さ
れ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
し
か
し
真
相
は
不
明
の
ま
ま

で
、
ご
両
親
や
ご
妹
弟
の
心
の
傷
の
癒
え
る
こ
と
は
な
い
。

私
た
ち
に
と
っ
て
も
辛
い一年
で
あ
っ
た
。
こ
の一年
、
伊
藤
君
の
足
跡
と

人
柄
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
残
す
た
め
に
い
く
つ
か
の
事
業
も
行
っ
て
き

た
。
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
写
真
展
に
は
す
で
に
二
万
人
以
上
の
方

が
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、
遺
稿
・
追
悼
集
に
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
て

い
る
。

　

彼
の
撮
影
し
た「
写
真
集
」
も
刊
行
を
控
え
、
秋
に
は
彼
の
関
わ
っ

た
農
業
事
業
の
詳
細
な
報
告
書
が
、
高
橋
修
さ
ん
の
編
集
で
刊
行
さ

れ
る
。
と
も
す
る
と
、
美
化
さ
れ
が
ち
な
伊
藤
君
の
実
像
を
、
き
ち
ん

と
伝
え
て
行
こ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
に
よ
り
心
強
い
の

は
、
数
々
の
難
関
を
乗
り
越
え
て
現
地
事
業
が
、
粛
々
と
進
ん
で
い
る

こ
と
で
あ
る
。
酷
暑
の
な
か
で
働
い
て
い
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
伊
藤
君
も
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

＊
六
月
六
日
に
総
会
・
現
地
報
告
会
が
開
か
れ
た
が
、
現
地
事
業
の

継
続
の
た
め
中
村
医
師
は
帰
国
で
き
な
か
っ
た
。

　

中
村
現
地
代
表
不
在
で
の
総
会
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
二
十
六
年

の
歴
史
の
中
で
初
め
て
だ
っ
た
。
伊
藤
和
也
君
の
魂
への
黙
祷
に
始
ま

っ
た
報
告
会
も
、
１
．日
本
電
波
ニュ
ー
ス
制
作
の
「
ア
フ
ガ
ン
に
命
の

水
を 

―
―
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
二
十
六
年
目
の
闘
い（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）」
の
初

披
露
、２ 

．
事
務
局
長
に
よ
る
二
十
六
年
の
経
過
報
告
、３ 

．ワ
ー
カ

ー
Ｏ
Ｂ
の
現
地
報
告
と
三
本
柱
の
構
成
で
行
わ
れ
、
充
実
し
た
も
の

と
な
っ
た
。
会
の
活
動
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
用
水
路
建
設
を
中

心
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
が
、
語
り
を
俳
優
の
菅
原
文
太
さ
ん

が
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
重
厚
な
仕
上
が
り
と
な
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
菅
原
さ
ん
に
は
、
深
く
感
謝
し
た
い
。

○ぺ
村
か
ら̶

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

♪

　

六
月
に
中
村
先
生
不
在
の
総
会
・
報
告
会
が
あ
っ
た
。
創
立
二

十
六
年
目
に
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
心
配
を
他
所
に
多
く

の
方
々
が
来
て
く
だ
さ
り
、
事
務
局
員
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
だ
。
報

告
会
で
は
中
村
先
生
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
続
き
、
当
日
突
然
入
っ
て

き
た
先
生
か
ら
の
メ
ー
ル
が
読
ま
れ
た
。
過
酷
な
環
境
下
で
七
百

名
の
職
員
・
作
業
員
が一
体
と
な
っ
た
、
必
死
の
作
業
風
景
が
報

告
さ
れ
、
欠
席
の
お
詫
び
と
、
共
に
活
動
の
成
果
と
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
頂
き
た
い
と
書
か
れ
て
い
た
。
約
六
年
半
の
灌
漑
用
水

路
工
事
は「
平
和
な
生
活
」
を
求
め
て
の
第
一
歩「
出
産
の
と
き
」

だ
と
中
村
先
生
は
言
わ
れ
た
。
今
後
は
成
長
を
見
守
り
、
少
し

で
も
早
く
自
立
し
て「
平
和
な
生
活
」
が
出
来
る
こ
と
を
祈
り
た

い
。
六
月
十
五
日
ガ
ン
ベ
リ
に
送
水
開
始
。
事
務
局
で
も
細
や
か

な
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
元
ワ
ー
カ
ー
の
二
人
が
汗
だ
く
で
作
っ

て
く
れ
た
ア
フ
ガ
ン
料
理
四
種
類
、
美
味
し
く
て
大
好
評
。
写
真

の
伊
藤
和
也
さ
ん
も
一
緒
に
祝
っ
て
く
れ
て
、
に
こ
に
こ
笑
顔
。
悲

し
い
事
件
か
ら
、
も
う
す
ぐ
一
年
。
か
れ
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
事
務
作
業
に
勤
し
ん
で
い
る
。（
Ｈ
・
Ｍ
）
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アフガニスタン0)
大地とともに【2刷I

伊藤和也追稿・追悼文集
アフガニスタンの復興を、その深きこころで
願い続けた伊藤ワーカーの退した足跡

A5判並製260頁カラー90頁 1575円

阪者、川水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に燒む

中村哲用水路建設事業の7年をつ
づった惑動の記録 【3刷】1890円

丸腰のポランティア
すへて珊場から学んだ
中村哲編 【2刷］1890円

空爆と「復興」【2刷】1890円

辺境で診る 【3刷］1890円

辺境から見る
ダラエ・ヌ―ルヘの道

【3刷】2100円

医者井戸を掘る儲嘉1円

医は国境を越えて開始
ペシャワールにて 啜）円

心
語
一

鴨
物

者
の

愚咽
靡

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社電話092(714)4838
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